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WGメンバー
WGﾘｰﾀﾞｰ本多　昭 大林組　
ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ福地　良彦 鴻池組
ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ滝本　幸夫 飛島建設
委員 蟹沢　博 植木組
委員 石井　祐二 住友建設
委員 中出　睦 日産建設　
委員 宮本　勝則 三井不動産建設　
委員 尾崎　彰彦 森本組
委員（兼務）上村  昌弘  鉄建建設
WG委員 笠原　修身 植木組
WG委員 芝間　晃　　日産建設
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ＷＧ活動基本方針

• インターネット最新技術をベースとした公平なＤＢ
及びそのインターフェースの研究

• ベンダー技術動向に左右されない永続的なＤＢ及
びそのインターフェースの調査

• 現場業務の効率化」、正確化、迅速化が期待でき
るシステムを対象

• 実証現場（現場での利用を前提）でのデモシステ
ムの構築を目指す

• 各ＷＧの研究で必要なＤＢシステム技術活用の調
整と共同研究
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WG取り組みテーマと背景

• WG取り組みテーマ
• データ交換に関する実用化技術の研究

– データ交換に関する実用化研究
– プロトコル（HTTP、FTP、SMTP）によるデータ転送の検討

– 大容量データ転送実証実験

• ハード、ソフト、ネットワーク環境の標準案作成
– インターネット標準環境の提案

• 工事管理業務の電子化の試案（DB化）
– WWWサーバーとODBC対応DBとの連携方法の実用化検討

• データ交換に関する実用化技術の研究
– 電子入札を実現するための暗号化技術の動向調査
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WG取り組みテーマと背景

• データ交換に関する実用化技術の研究
建設省アクションプログラム

実施（検討）テー
マ

成果品 残された課題 対策・対応法 会員企業の最低限
取るべき措置

分野 実現内容

電子データ交
換

事業に関連す
る情報の伝
達・交換を電
子メール化

データ交換に関す
る実用化研究(1)

現場での活用を想定し
たデータ交換アプリ
ケーション群（仮称：現
場データ交換パッケー
ジ）の提供（無償を原
則とする）電子データ
交換マニュアル

現場での利用性を優
先させたアプリケー
ションに仕上げる

アプリを現場に配布
し、実利用しながら
検討を加える

現場パソコンの最低
１台がインターネット
に繋がっている環境
に整備する

プロトコル
（HTTP、FTP、
SMTP）によるデー
タ転送の検討

最適データ転送プロト
コルの検証結果の公
表

ブラウザ画面からの
大容量ファイルの転
送方法

ActiveX等のイン
ターネット技術を
データ交換アプリに
取り込む

インターネット活用リ
テラシーの向上

プロトコル
（HTTP、FTP、
SMTP）によるデー
タ転送の検討の
内、大容量データ
転送実証実験

CAD図面を添付する書
類の交換方法の標準
利用指針
データ交換ソフトの標
準機能の仕様を公開

実証実験の成果を来
年度当初よりJHのモ
デル現場に利用して
もらう計画。本年度中
には実用化レベルの
アプリケーションの開
発を目指す。

市販ソフトの検証
実証実験の成果か
らデータ交換の方法
のコンセプトを広く
理解してもらう

社内におけるデータ
交換方法標準と土
工協の推奨する交
換方法標準の整合
を持たせる
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■プロトコルによるデータ転送のモデル
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WG取り組みテーマと背景

• ハード、ソフト、ネットワーク環境の標準案作成
建設省アクションプログラム

実施（検討）テー
マ

成果品 残された課題 対策・対応法 会員企業の最低限
取るべき措置

分野 実現内容

インターネット
インターネット
の利用環境の
整備

会員企業のネット
ワーク環境調査

企業内ネットワークとイ
ンターネットの接続環
境実態状況

インターネット暗号化
技術を社内ネットワー
ク上で利用する上で
の問題を抽出

企業内ネットワーク
とインターネット接続
におけるトラブル事
例集及び同対応事
例集

Proxyサーバーを介
したインターネット接
続における各社の不
具合の公表

インターネット標
準環境の提案

提案書
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Windows95 +
 Netscape Navigator

Windows95 +
 Netscape Navigator

Windows95 +
 Netscape Navigator

Windows95 +
 Netscape Navigator

Windows NT 4.0

本 社

Internet
プ ロ バ イ ダ

ル ータ

拠 点側LAN

■工 事 事 務 所 （ 現 場 の ネ ットワー クモデル）工事事務所（現場のネットワークモデル）
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本社・支店
自社ネット

専用線

現場
ＮＴＴ公衆回線

パスワード

土工協サーバー
　　　（水道橋）

インターネット

インターネットを利用した調査回答方法の仕組み

各社の提出データは本調査
のパスワードで保護されてい
ます。
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1. データ入力時に回答に間違いが無いかチェック　
　　します。　　　　　　　  　　　　　　　

オンラインによる調査のメリット

正確なデータの集計

2. 回答者が直接データ入力を行います

データパンチ費用の縮減

パンチミスのチェックにかかる時間削減

3. 回答データは各社に電子データで返却します

自社において検索、分析等データの２次利
用が可能
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WG取り組みテーマと背景

• 工事管理業務の電子化の試案（DB化）
建設省アクションプログラム

実施（検討）テー
マ

成果品 残された課題 対策・対応法 会員企業の最低限
取るべき措置

分野 実現内容

WWWサーバーと
ODBC対応DBと
の連携方法の実
用化検討

連携プログラムソース
の公開による現場DB
構築法を提供

DB定義項目の標準
化によるDB連携プロ
グラムの汎用化。本
年度中に実施し、来
年度よりモデル現場
へ適用するとともに
XMLを睨んだ入力シ
ステムの検討を行う。
実証実験現場でのデ
モシステム構築

現場共通DBの検討
ASPの積極的利用
と普及。 ソースプロ
グラムを現場に配
布し、実利用しなが
ら改良を加える

現場で有効なDBの
選定

データベース
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WWWサーバを利用したデータ交換

NT Server (NT4.0)

IIS(Internet Information Server)

1.ASP(Active Server Page) 
2.IDC(Internet Database Connector)
3.ODBC driver
4.Jet Engine
　　が組込まれている

www/ftp

Script 言語による
Program動作(VB)

Database実行

サーバーDatabaseとのやりとり
Access Database実行

■土工協サーバの環境
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WG取り組みテーマと背景

• データ交換に関する実用化技術の研究
建設省アクションプログラム

実施（検討）テー
マ

成果品 残された課題 対策・対応法 会員企業の最低限
取るべき措置

分野 実現内容

電子調達に必
要な技術の開
発

電子入札を実現
するための暗号
化技術の動向調
査

インターネット暗号化技
術を社内ネットワーク
経由で利用する上での
問題点抽出・報告を行
い各社に対応方法を
明示する

実験参加各社の社内
LAN経由でデジタル
ID（電子認証）及び暗
号付メールの交換実
験実施要領書の作成
同実験実施
同実験結果の考察と
公開（部会活動報告
書にて）及びコンソー
シアム等との意見交
換

実証実験により問
題点を抽出、発注
者側と折衝する

電子認証・暗号化技
術の基本事項の理
解、及び電子入札シ
ステムと自社ネット
ワーク環境の照査

調達システム
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WG取り組みテーマと背景

• データ交換に関する実用化技術の研究
建設省アクションプログラム

実施（検討）テー
マ

成果品 残された課題 対策・対応法 会員企業の最低限
取るべき措置

分野 実現内容
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
革

施工・施
工管理

データ交換に関す
る実用化技術研
究

インタラクティブな情報
共有を目的としたユー
ザインタフェイスの技
術、手法の事例

XMLを睨んだ入力シ
ステムの検討
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SWG活動（役割分担）
• 全体統括

• 大林組

• 先進情報収集SWG
• 三井不動産建設・住友建設

• DBコンセプトSWG
• 飛島建設・日産建設

• DB技術SWG
• 鴻池組・森本組植木組鉄建建設
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SWG活動

• 先進情報収集SWG
• 他産業も含めた先進情報技術の調査・紹介

– インターネット技術

– 空間情報

– 電子化技術
– 各種標準規格（XML、ＩＩＰ）

• 情報技術活用の積極活用と高度化
– 「情報技術マップ」の作成と公開

– 技術説明会・勉強会の開催

– ネットワーク標準環境の提案
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SWG活動

• DBコンセプトSWG
• 現場管理で共通に必要な項目の内、DB化すべき
項目の整理

• WWWサーバーとODBC対応DBとの連携方法の
実用化検討（DBのコンセプト項目定義に着目）

– 利用ソフトの検討

– プロトタイプの構築

– デモシステムの構築
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SWG活動

• DB技術SWG
• 電子データ交換に関する実用化研究

– 現場でのDB活用に必要な技術調査

– プロトコルによる最適データ転送方法の調査・提案

– デモアプリケーションの思索・現場実験

• 工事管理業務のDB化
– WWWサーバーとDBの連携方法の研究

– 施工管理画像データ交換アプリケーション  現場情報WG

– 施工管理図面データ交換アプリケーション  図面情報WG

– 施工管理文書データ交換アプリケーション  文書情報WG


